
























































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）し　　ア、コ、’　　 　　　　 ：8仙・・●｝・・　　　　　　　　　　　22－41ぺ5　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　1　　　　 　　　　　’　　　 　　　　 目．40 　　　　　　　　そ180壇　　　　　　 　 　λぺ　　 20　　　　　？・L、．。… 州’5















































































































































































































































































































































































発現時刻 Peak発現時刻Year Date　andRainfa11Date　and TimeTime Time Difference
年 月　日　時 mm／h月　日　時 m 時間hr．
19746　10　2217．0 6　12　28．65 28
7　20　1619．5 7　21　207．18 28
8　17　914．6 8　ユ8　17 9．74 32
19765　23　1914．0 5　25　1411．00 43
　（4〕雨量ピークから水位ピークまでの時問
　　雨量ピークから水位ピークまでの時問は前節のような上流の洪水の水位ピークから下流
の水位ピークまでの時問ほど明確には定義できない．なぜなら雨量ピークとは点雨量のピー
クか面積雨量についてみるのか，時間の亥11みの長さは日か時か，さらに雨量の場合には似た
ようなピークが幾つもあったときどれを代表的なピークと選ぷかなどむずかしい．表1には
流域平均時間雨量（手法は12〕節と同じ）とアラヤット水位ピークまでの時間を示す．大局的
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Fig．13
　　20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灰
アラヤットにおける仮のH・Q曲線
Tempora工y　H　CWate正Leve1）一Q（Discha工ge）Re1ation　Curve。
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にみて，1．5日と考えられ，これを（3）節の結果ともほぼ整合する．また日本における同規模
の河川とも著しくは相違しない．この2倍すなわち3日を洪水到達時問として（2〕節5節で用
いる．
　（5〕合理式の流出係数
　　合理式は河川工事のとき洪水のピーク流量を推定する時によく用いられる式で
　　　　　　　　1　　　　　Q：　　　frA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　　　　　　　　3．6
と書ける．ここでQはピーク流量1㎡／秒，fは流出係数，rは洪水到達時問（雨量ピーク
から水位ピークまでの時間の2倍で代表させる）内の雨量強度：mm／時，Aは流域面積：k㎡
である．fは無次元量で雨の何％が浸透しないかを示す他，若干の意味を持つと解され（木
下武雄，1974），地形・土壌の性質と共に雨の降り方にも関係することを試験地のデータで
すでに示した（木下武雄，1982）．
　パンパンガ川の雨量流量からこのfを求めて，この流域の性質を日本の河／11のそれと比べ
てみよう．アラヤットの水位はJICA（1977），PAGASA（1978）に記録されているが，流量に
は換算されていない．それで，水位Hから流量Qへ換算するHQ曲線を作らねばならない．
Bureau　of　Pub1ic　Works：Surface　Water　Supp1y　of七he　Phi1ippinesに記載されている年最
大流量・年最小流量とそれらに対応する水位を関係づけたものが図13で，これを用いて水位
より流量Qを求める．河床変動などの影響を考慮して，HQ曲線は日本では年ごとに更改し
ているが，ここではそこまでの精度を問わない．雨量強度rを求めるための洪水到達時間は
前節4〕の結果を参考にして3日ととった．つまりrは3日雨量でこれはほぼ一雨雨量に相当
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　　　　　　　　　図14　パンパンガ」llの流出係数．
Fig．14　Runoff　Coefficient　of　the　Pampanga　River　Basin　at　San　Agustin，A正ayat．
一16一
海外の河川における洪水の水文学的研究（その2）一木下
する．A＝6487km2である．これらを（2〕式に入れて流出係数を求めると，図14のようにf二
0．1～0．2に集中した．これは日本の河川において知られている値より小さく，氾濫の影響
及びカビアオーカンダバ放水路のためアラヤット水位観測所を通らない流量があるためとも
考えられる．意外に数値が揃っていることカ）ら，合理式の適用性はよく，（2）節図1ユのような
雨量水位の相関図の有用性を裏づけるものでもある．図ユ4によると1960年洪水は実測雨量が過
小ではないかと懸念される．
5．まとめ
　バングラデシュの洪水氾濫は丘陵を除いてほぼ全土を覆うものであり，その氾濫の水面勾
配は日本における洪水氾濫と比べては桁ちがいに緩いものであり，その水量も莫大なもので
あることを述べた．さらにこの国で高潮は烈しく，デルタ性の低平地では海からの風の応力
により全土に高潮の氾濫を弓1きおこす可能性のあることを数値的に解説し，日本の高潮災害
とは全く異なるものであることを示した．フィリピンのパンパンガ川は大きな2つの沼沢を
持つほかは流域面積・洪水規模も日本の剛11とその洪水に似ている．この沼沢についても，
干拓事業の進む以前の日本の河川の状態に類似していると考えられなくもない．流出係数が
大へん小さいようだが，氾濫が広く発生した昔の日本の河川では恐らく同じ傾向であったろ
う．全体に資料に乏しく，精度も十分でないデータをまとめているので，靴の裏から足を掻
くの感がないとはいえない．
　それぞれの国では洪水による被害軽減のために積極的であり，当センターで実施している
防災技術セミナーにも優れた技術者を参加させて来ている．社会・経済を発展させるために
は第ユに洪水を防がねばならないので，各国は洪水防御のため流域や河／11の形態を変化せし
め，そのためにかえって洪水の様相が変化することも日本における例などから予想される．
これらの国々と日本とでこれまで経験された洪水等の災害及びその防止技術を交換し，それ
ぞれの国の発展に協力することは日本のためのみならず世界の平和と発展にもつながるもの
であり，そのような意味でこれらの国々の洪水と日本の洪水とを比較することは有意義であ
ると考えたので，出来る限りのとりまとめを行い，ここに発表させていただいた．読者諸賢
の御指導・御批判をいただければ幸甚である．また，前報告（その1）の場合も含め，得が
たい資料を提供して下さったJICAの防災技術セミナー等の参加者・派遣専門家及びその他
多勢の方々のご協力をいただいたことを記し，厚くお礼を申し上げる次第である．
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